
 

２０２２年度 

幼保連携型認定こども園 ＹＭＣＡ保育園・おひさま分園  学校評価 

記録 

日 時：２０２３年１月２８日(土) １０：００～ 

場 所：幼保連携型認定こども園 ＹＭＣＡ保育園 2階保育室 

出席者：保護者２名 園長 および主幹保育教諭 2名 

 

１．学校評価 

 １）園の願い（理念・使命）説明       （主幹保育教諭） 

 

 ２）意見交換  

  

・愛着関係を大切にしていると園から説明があったが、子どもの様子や送迎時

の保育者の様子から、子どもが大切にしてもらっていることが伝わってくる。 

 

・最近話題になっている保育者の不適切な関りを心配したことはない。保育者

の関りというよりも、不慮の事故（散歩中の事故、食事での窒息など）の方

が心配に思う。 

 

・欠席連絡を電話だけでなく、アプリやメールなどでも出来るようにして 

欲しい。 

 

・オートロックはあるが、解除されている時間もある。送迎が連続する時には、

インターホンを鳴らさなくても園内に入れるので、防犯上の管理は大丈夫か。

保護者が名札をかけて送迎しているような園もある。 

 

・園だより、ブログ、メール、掲示物、HPなど園からのお知らせや発信に 

ついてご意見を伺う。 

 

→ブログ、園だよりなど子どもの園での様子が知りたくてよく見ている。 

他のクラスの様子も見れるので、進級後の見通しにもつながる。 

他園では、その日の活動を写真付きでスマホから見られ、写真も都度購入

できると聞いています。 

→ブログの存在を知らなかった。掲示物も見落としているかもしれない。 

お便りがすべてアプリで完結する園に以前通っていて便利だった。 

 

 

 

 

 



 

２０２２年度 

幼保連携型認定こども園 西神戸ＹＭＣＡ保育園 学校評価 

記録 

日時：２０２３年１月２１日(土) 

場所：幼保連携型認定こども園 西神戸ＹＭＣＡ保育園 保育室 

出席予定者：保護者：４名 園長および主幹保育教諭２名 

１．学校評価 

あいさつ       （園長） 

２．学校評価 

 １）園の願い（理念・使命）説明         （主幹保育教諭） 

 ２）意見交換  

・グループ・クラス名について、異年齢グループと年齢毎のクラス名の２種類 

の呼び名があるので、初めはなかなか理解ができなかった。 

・乳児クラスの時は、毎日の記録や担任からの今日の様子の伝達などがあり、

安心感があった。幼児クラスに上がった時に、担任の人数が減ることに少し

心配や不安があったが、異年齢で過ごす中で、担任からの伝達や、年上の友

だちが見てくれることで心配はなくなった。 

・園の保育方針にとても共感している。 

・異年齢保育は、年上、年下との関わり、いろいろな立場が経験できるので 

子どもにとって、家では体験できないことができているので、良いと思う。 

・コロナに関しては、感染症が流行していても一度も休園になることが 

なかったので、とてもありがたかった。 

・『不適切な保育・関わり』について、この園はないので、安心している。 

・行事について、全園児でクリスマスを行っていた時には、他のクラスを見て

楽しかったが、長時間になるとしんどい。コロナ禍の中での開催は分散され

ていて、時間も見やすさも良かった。 

・保護者交流で、普段会えない保護者とお話でき、知り合えるのは、良い機会 

だと思う。 

・メールで配信されるものと、手紙の配布の区別をどのようにしているか 

知りたい。 

・ブログは更新された時や、我が子が載っているということを聞いて、時間の

ある時に見ている。緊急事態宣言中、レシピが掲載されており、家で作った。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

幼保連携型認定こども園 神戸学園都市ＹＭＣＡこども園 

２０２２年度 学校（こども園）評価 記録 

日 時：２０２３年３月２日（木）１６：００～１７：００ 

場 所：幼保連携型認定こども園 神戸学園都市ＹＭＣＡこども園 ２階 

出席者：保護者 2名 園長及び主幹保育教諭 2名 

１．あいさつ・主旨説明  （園長） 

２．出席者紹介 

１）園の願い（理念や使命）説明     （主幹保育教諭） 

２）意見交換 ＜改善点  園の長所  その他・・・＞ 

・玄関ドアのロックについて不審者侵入の事件もあり、防犯の為にした 

方がいいのではないか？ 

・子どもの怪我について、こまめに報告してくれるので安心している。 

特に年齢が小さい時は、子どもが説明できないので、様子がよくわかり 

助かる。 

・子ども同士のケンカなどによる怪我の際、相手の名前を言わないことに 

ついて、他の友だちとのトラブルでは、相手の名前を伝えられないので、

相手の親とギクシャクせずに済みよかった。年齢が大きくなってくると、

子どもが言ったりする。繰り返して起こっている時などは知っておきたい。 

→保護者の方のそういうお気持ちはよくわかる。その都度、状況に応じて

対応するようにしている。 

・年始の給食等について、１月 4 日の昼食があったことを当たり前と思っ 

たらいけないなと感じている。（職場の同僚はお弁当だったと聞いて。）い

つも感謝している。 

・体調が悪くなった時の予告の電話について、「いますぐ！」と言われると

慌てるし、病院受診の準備などできるので、早めに連絡をいただけるのは

ありがたい。 

・健康記録等について、たんぽぽ組からちゅうりっぷ組に進級した時に 

急になくなった感じがした。ちゅうりっぷ組の春はまだ幼いし、午睡した

時間など気になった。 

  →気になる事については、口頭でお伝えするようにしています。 

・職員の対応等について、先生達のコミュニケーションがしっかり取れて 

いて雰囲気がいつもいいと感じている。親に悩みがある時、とても親身に

なって聞いてくれた。 

・園での様子をメール等でできたら、家でゆっくり見ることができるのでい

いのではないか。・朝の欠席連絡などは、楽かもしれない。連絡が多い時

は、職員も助かるのでは。遠足や行事についてのメールも助かっている。

掲示を見るのも、子どもがいたらゆっくり見られなかったり、携帯で写真

を撮ったりするよりもわかりやすい。 

・園だよりもメールがいい。ペーパーレスにもなるし、携帯でいつでも見る

ことができる。 


